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『
総
合
施
設
長
就
任
の
ご
挨
拶
』

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

総
合
施
設
長

油
川

瑞
緒

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
当
施
設

の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
は
、

昭
和
６
１
年
７
月
に
開
設
さ
れ
、
一
貫
し
て
ご
利
用
さ
れ
る

方
の
「
尊
厳
」
を
大
切
に
し
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
１
０
年
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
介
護
に
力
を
注

ぎ
、
お
む
つ
の
な
い
生
活
、
普
通
の
食
事
が
摂
れ
る
こ
と
、

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
、
い
わ
ば
自
立
支
援
介
護

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
利
用
者
様
の
暮

ら
し
に
は
、
徐
々
に
心
地
よ
い
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
職
員
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
今
で
は
社
会
構
造
の
変
化
や
暮
ら
し
の
変
化
を

踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
動
き
が
活
性
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
グ

ル
ー
プ
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
利
用
者
様
の
暮
ら
し
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ

て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
自
ら
の
支
援
を
日
々
見
直
し
、

個
別
支
援
の
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

支
援
を
目
指
し
て
、
一
層
の
研
鑚
と
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
地
域
に
根
付
い
た
施

設
と
し
て
発
展
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



　

うまいものまつり

4月30日に弘前公園の桜まつりに行きました。
満開の時期からは少し過ぎていましたが、桜まつ
りの屋台とたくさんの観光客を見て、利用者さん
は気持ちが高揚していました。職員と一緒に屋台
を見て回ったり、花が咲いている木を探したりと、
目を輝かせながら素敵な表情を見せていました。
それでも弘前公園の中には、遅く咲く桜もあった
ようで、利用者さんは季節を肌で感じた一日にな
りました。

平成30年5月13日（日）うまいものま
つりが開催されました。当日は21家族51
名の方にお越しいただき、賑やかな楽しい
おまつりとなりました。乾杯のあいさつは、
本館が山本せつ子さん、西棟は前田フミエ
さんから頂き、二人とも元気に音頭を取っ
てくれました。皆さん美味しそうに食事を
沢山食べていました。ご家族と一緒に食事
を楽しみ、笑顔いっぱいのまつりになり、
素敵な時間を過ごすことが出来ました。
ありがとうございました！！

岩崎 瑞樹
何事にも笑顔で頑

張っていきます！

村元 吟志

たくさん色々な事を

学んでいきたいです。

齋藤 菜津美
利用者さんとの信

頼関係を大切にし

ていきたいです。

木村 里緒

頼りにされる介護職

員を目指します。

武藤 団一郎
利用者さんの生活

の質の向上に取り

組んでいきます。

千葉 亮太

利用者さんの笑顔

がたくさん見られる

よう頑張ります！


